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「カマキリ」の方　　　　　　　言
糸魚川・青海方言調査報告7
分布を解釈する
徳　川　宗　賢
ユ．　はじめ1．こ
　　付：調査地域の概観
2．　分布の考察
　　概観一一ハイトゾムシー一一イボッツリムシ・セキムシーハイトリムシと
　イボッツリムシとはどちらが古いか一ゲンタロームシーセソタロームシ
　ーカマキリー一一1地点でしか聞1ナなかった形
3．　まとめ
4．　補い
　1．　はじめに　小稿は，1957年の秋にはじまる一連の方雷調査の結果を，ま
とめたものだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　トイガワ　　　　ナウミ　　　ニシクビキ　調査地域は，新潟県の褥の端に位する糸魚川市と青海町（爾頸城郡）の全域
　　　　　　　　　　　　　シモニヨでカワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キタ　ア ズミ　　　　　　　　　　　　　　 キタおよびそれに隣接する窩1、L！県下新州郡の一剖～と，長野県北安曇郡の一部（旧北
オ　タジ
小谷村金町）。この地域の総人口は1955年現在で約6！，000人。
　この地域に存在するすべての集落約180をもれなく訪れ，1名ずつの老入を
選んで方欝を聞き’とった。調査は，柴田武・グロータースとわたくしの3名が
分抵した㌔
　小稿では，調査結果のうちから「カマキリ」の方言をとりあげ，言語地理学
の立場から，その分布相を材料として現状に至る経過を推定しようとする＊＊。
　　調査地域の概観　本論にはいる前に，方欝分布の環境として重大な意殊を持つ，調
　査地域の概観をのべようe第1図を見ていただきたいe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イト　イ　　1．　この地域は，三方を山に朔まれ，海に闘するわずかばかりの小平野には，糸魚
　ガワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オウ　ミ
　川市街（5611・7453付近）と青海市街（5611・8179）という中心地がある。それぞれ糸
＊　　この調査をこは，柴隔武が昭和32ζ1三度交部省科学研究費を受けた肇
＊＊　この調査の綜果は，前記3名の共陶研究により整埋しつつあるが，「カマキジ」に
　ついては，徳川が中心となってまとめたうしたがって，小稿の資任も徳川にある。
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　魚川甫と青海町の役場の所在地だ＊。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハヤ　　　　　ウピ　　　　　ヒメ　小平野には，5本の川が爾方の山地から北へ流れている。東から，早川・海用・姫
　　をウ　ミ　　　　ナウ　ミ潤・田海州・青海川という。上流はそれぞれ谷を形成し，平野部から用沿いに，集落
が由のふところまで列状に並んでいるe
　この地域と外界を結ぶ，陸上の交通路は，三本しかない。日本海岸沿いに東西に通
ずるIN北陸道と，糸魚川市街から南へのびる1日松本街道だ。毛革にはそれぞれ道があ
　　　　　　　　　　　　　　ニシウミるが，早川の谷＊＊。海川の脊（旧西海村）・田海崩の谷の奥は，行き読まりになって
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シロウマ　2．姫川は，みなもとを50回転南方の臼本アルプス白馬痴のふもとに発する荒い
　　　　　　ネ　チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　タキ　　　　　オかドはロ螺だ。東側に根知川（その流域は1日根知村），西側に小滝川，大所川（ともに瞬小滝村）
という支流がある。切り立った崖と岩をかむ急流は，入入の往来をさえぎり，川を渡
って両辮を結ぶ交通は，ずっと上流および河口付近を除いて，ほとんどなかった。
　この谷を南方儒濃大町方面へ通ずる旧松本街道も，この流れに二つにさかれ，東西
の傾斜に二本の別別の道を形づくっている＊＊＊e東側を表街道，西側を裏街道というe．
　　　　　　　　　　　　　　　　オオ　ノ　松本表街道は，糸魚川の市街から［日大野村の地域を通過し，根知湖の谷を経由して
　　　　　　　　　　　　キタアズ　ミ　　　　オ　タリ　　　　　　キタ　オタリ地蔵峠＊＊＊＊を越え，長野県北安曇郡小谷村（旧北小谷村）の中心部へはいって行く。
＊　地点番号の説明　この調査で使った調査地点の番号は，目本欝語地図作成のため，
　岡立脚語研究所で日工した「方言調査基礎騒」のシステムによっている。
　　図の外ワクに沿ってところどころにある5611，5621……などの4ケタのi数字は，こ
　の図薮を6つに分ける太線で鵬まれた地域の番号だ。太綜は，細線で示された小さな
　マスをたてよこ10ずつ，合計1GO個を取り隠むもので，それぞれの地域は，地理調査
　所四十の5万分の1地形図1枚にあたる。調査地域の関係から，どの地域も100のマ
　ス金部が二面に出ていない力三……。
　　小さなマスには，それぞれの地域のワクの中で，横戸きの順に左上から右下に向か
　ってOO，　Ol，02一・・99の数宇が与えてある。たとえば，図のほぼ中央上の方，糸魚川市
　の文字のあるマスは，5万分の1地形図5611（図名は糸魚川）の74のマスというわけ
　で，その番丹は5611・74となる。
　　この調査では，一つ一つの小さなマスをさらに縦横1G等分し，それぞれの100の網
　目の番号によって，調査地点を示した。網船には，マスの中で，やはり横霜きの順に
　00から99までの数字を与える。たとえば，この麩iの海ぞい最洒端に位する地点は一56
　　　　　　　　　　　　　　　　　タマ　　や　とあるが一，新潟県醤頸城郡蒋海町字玉ノ木と雷い，その番号は5620。1556というこ
　とになる。つまり，この地点は5620の地図（聯名は泊）にあり，その15のマス，さら
　にそのマスの56の網目にあるわけだ（「方言調査基礎図」についてさらに詳しくは，国：
　立国語研究所年報9を参照されたい）。
　　　　　　　　　　　　　アラマチ　　　　　　　　　　　　オトザカ＊＊　この谷の5611・87G3には新町，閲8965には音坂というノ1・中心地があることに注意。
　それぞれ照下郎曲目・上一州村の役場所在地だった。また，早川の河口東側にある，
　　　　　　　　　　　　　　ウラモト　海に面しk三つの集落は，IN浦本村に属していた。
串将現在は，川ばたの国鉄大酔線（1957年全通）と，それに平行する国道（1880年開通〉
　とが使われている。
　　　　　　マ　ナイタ赫牌県境から真那板山のすそをまわる細道もあった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イで　イ　　松本裏街道は，糸魚川の市街からまず姫痢を渡り，1日今井村の地域，小澁頬・大駈
　川の湊谷をぬって，北小谷村へはいって行く。
　　3。　図の右下に補った562王・85，岡86，同95，間96，5631・05，1司06のマスは，本曲の
　　　　　　　　　　　　キタオタリ　南にすぐ続く地域で，旧北小谷村の中心部だ。昏昏の道路は，地蔵峠を越す松本表街
　道と，真那板山のすそをまわってきた脇道。西畑は，松末裏街道だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オヤシラズ　　4．青海市街の販，5620・07のマス付近の海岸を親不知という。北陸道第一の難開
　だったところ，岡本アルプスのすそが海に迫り，旅行薯は，断墨と荒海との闘に残さ
　れたわずかばかりの砂浜を往来したという。現在は国道（1885年闘通）・鉄道（1912年
　翻通）ともに炭の中腹を走り，往隠をしのぶよすがもない。
　　　　　　　　　　　　　　　　サカイ　　　　　　　　　　　　　　　　アゲめ　　親不知の西，窟山県との県境に境川があり，上流に上三州という支流がある。この
　支流の奥には，育海川の奥との坂田峠を越える連絡路がある。親不知をさける閻道と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コをオダイラ　して注意される。なお，境lllぞいに，寓江i漿に属する集落5620。2653（大平）があ
　る。今回の調査では，参考として，ここも調査した。
　　5．　5611・6672，同7452，および5621・2510はいわゆる未解放部落だ。婚姻圏の関係な
　どから，周囲と違ったことばを使うことがある。
　2．分布の考察
　2，1概観　第2図を見よう。！地点ないし2地点でしか使われない形を除い
て考えると，この地域には，大ざっぱに欝って＊6種の方書が行われている。
　（1）セソタローームシ，　（2）ゲンタP一ムシ・ゲンタイロムシ，　（3）イボッッリム
シ，（のセキムシ，（5）ハイトリムシ，（6＞カマキリの6種だ○
　分布図を見ると，（1）センタロームシは，早川の谷の奥ノWVW」の線で囲まれ
た地域，（2）ゲソタPt　一ムシは岡國国四　（ゲソタイロムシは櫓一闘）で囲まれ
た地域，すなわち一州の下流と海川の上流地帯に広がっている。（3）イボッツリ
ムシは▼△▽餌▲の線で囲まれ，根知谷および地蔵鰭を越えて北小谷の：獄丁ま
で，④セキムシは斜線の部分，第一に根知谷から大野へかけての地域に中心勢
力があり，第二に旧松本裏街道の一集落，さらに早州谷にも他の形に混って点
在する。⑤ハイトリムシは十十十十　で囲まれ，まず北小谷の集落から旧松本
裏街道ぞいに小滝川の集落まで，また，姫川の東岸にも真那板山のすそをまわ
る脇道にユ地点この形がある。次に，この姫川の上流地帯からずっと離れて，
N‘@音声的なこまかい差異や，形態上のわずかな酬い一一たとえばゲンタローとゲソタ
　ロームシの違いなど一は，切り捨てて考えることにする。分布の解釈に無関係と考
　えたからだ。
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親不知の西，新潟県最酉端の2集落7さらにまた飛んで海痒の東の端，浦本に
も1地点このハイトリムシの類のことばが行われている。
　糸魚測・青海の市街を中心とする海岸に面した平野部（青海川の谷も含む）
には，図には示さなかったが，もっぱら（6）カマキリが用いられている。いわ
ば，平野部はカマキリの専用地帯だ。また，このカマキ凱ま他の形と併用され
つつ，この糸魚川・青海地域の各所，どの谷どの川の流域にも広く使われてい
る。地点番号のみで特に符号のない地点は，カマキリという形のみを答えた所
だ。
　El本全域を見渡せぱ，カマキリの方雷には，このほかにまだいくつかの類が
ある。たとえば，オガメ・トーロー・トカゲなど……。しかし，日本全体から
いえぽ500分の1にもたりないこの糸無川・青海地域にも，綿密な調査をすれ
ば，このようにいろいろの形が，しかもそれぞれの分類地域をもって行われて
いることがわかリラ興味深い0
　2．2ハイトリムシ　カマキリ方言のこの地域における年代記を考えるにあた
って，まず，どの形が最も古くから用いられていたかを考えよう。
　わたくしは，その一つの候補はハイトリムシであったと考える。
　分獅図を見ると，このハイトリムシの領域は，三つの地区に離れ離れになっ
ている。すなわち，姫州の上流地方と新潟県の最西端，および浦：本だ。
　では，この三つの領域は，それぞれ関連なくハイ5ヲムシを使うようになっ
たのであろうか。しかし，その公箪はあまりない。この虫にハイ（蝿）を取る
習性があるにしても，三つの地区でそれぞれ別飼に，独立して同じ名を持つよ
うになったとはまず考えにくい。すくなくとも，関連があったと考える方が凝
然だ。
　それでは，関連があったとはどういうことなのだろうか。三つの領域闘に，
佐民の移佳があったのだろうか。それとも，この三つの領域は，たがいに社会
的・文化的な，特別な結びつきを持っていたのであろうか，たとえば婚姻関係
などで……。しかし，これらの考えは，現在の資料からはともに成立しそうに
ない。この地図のワクの外を通ってこの三つの領域を直接結ぶことも，東に妙
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高火山群・西に購本アルプスという地勢を考えれば，もちろん成り立たない。
　したがって，このハイトリムシの三つの領域は，過去において，この地図の
ワクの中で互に手をつなぎ，連続していたと考えなければならない。いいかえ
れば，糸魚川や青海の市街を含めて，丁丁の平野部にも，過去のある時代にこ
の形が広がっていたと考えなければならない。これがもっとも麟然な考え方だ
ということにな：る。
　そして，何か甥の新しい勢力のために，古いハイトリムシは三方に追われ．
連続していた旧領域は分断されてしまったのだ＊。
　2．3イボッツリムシ・セキムシ　ハイトリムシとならんで，古い言い方と思わ
れるものにイボッツリムシがある。分布図でもわかるように，この形は現在あ
まり交通の便のよくない根知谷から，瞬松本蓑街道を経て北小谷の來側までの
地域で行われている。
　イボッツルとは，この地方では「すねる・おこる」という意味だという。こ
れは，この虫に触れると，カマを立てて向かって来ることに注臼しての名だろ
う。
　さて，イボッツヲムシの分布を見ると，根知においてセキムシの分布とほぼ
一致することが，注fiされる。これは興味深いことだ。しかし分布図をよく見
ると，集落をとりまく周囲の傾斜のいちばん頂上寄り，いいかえればこの根知
谷の最も不便なところは，イボッツリムシだけが使われ，セキムシのないこと
がわかる（たとえば5621・　2653，岡3636，同4500）など。これはイボッツリム
シが，セキムシより古くからこの地方にあったことを示しているものに違いな
い。新しいセキムシは，も6ともヘソピな所にまではまだ達していないのだ。
また爾形の併用される川沿いの多くの地点からヨセキムシの方が新しい欝い方
だという報告があることも，イボッツリムシが古くからの雪い方で，セキムシ
が新しい勢力であることを示していると考えられる。この二つの根拠から，わ
＊　ハイトリムシの類のうち，大所淵流域にノ・．イクイムシがある。これはハイトジムシ
　の変形，この地点における偶然酌変形と見てよかろう。
　　浦本の・・イトリゲソゾは，二つの形のcontaminationと考えられ，前半はあきら
　かにハイトリムシの類だが，後半はよくわからないnゲソ……とい5点が共通するか
　ら，ゲソタロームシ・ゲソタイロムシと関係があるかもしれない。なお2。5参照。
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たくしはイボッツリムシを古くからの勢力，セキムシを新しい勢力と推定す
る。1虐を越えた北小谷に，イボッツリムシしかなく，まだセキムシの勢力が及
んでいないことも，その推定のささえとなるだろう。
　ところで，セキムシのセクというのも，実は「すねる・おこる」意味のこと
ばだと雷う。それならば，このセキムシという名は，意味から霊えば，イボヅ
ツジムシと全く同じことになる。そこで，わたくしは，このセキムシはイボッ
ツリムシの単なる言いかえだと考える。独断のように思えるかもしれないが，
かりにヤマイムシとビョーキムシという二つの形が併存していたとしたら，言
いかえだと考えるのは自然だろう＊。
　さて，現葎のセキムシの分布を見ると，根知を中心として，そのほか（1）大
野，（2畑松本裏街道，（3）早川谷に点点にひろがっていることがわかるQでは，
現状の分布状態に至るには，どんな経過があったのだろうか。それには，次の
二つの考え方があると思う＊㌔
　第1案　イボッツジムシは根知谷でセキムシに変り，その新しく生まれたセ
キムシが，まず姫川の菓糧を下って日本海の浜に達する。さらにその勢力が二
手に分れて，一方は旧松本裏街道，他方は早川の谷をのぼった……＊＊＊。．
　第2案　過去のある時代，糸魚川の市街を中心とした海に面する平野部にイ
ボッツリムシがあり＊赫＊，それが放射されて山の方へ進んだ。その旧いつか，
現在根知谷で進行中のものと同じ改新があちこちで行われ，旧松本裏街道や早
露　なぜイボッツジムシが避けられ，セキムシに変って行ったのかは，わからないe
＊＊　これらの各地点を特に強く結びつける社会的・文化的環境はないし，移住1説も根拠
　がないことを念頭におくべきだろう。また，餐地点で別別に互に関連なく，同じ命名
　が行われたとする考え方もとらない。
＊＊＊（1）大野から対岸の旧松本裏街道は，直線距離ではすぐそばだ。しかし，馴qは艶
　い川だ。現在も河口をまわる交通路しかない。
　　（2）セキムシが根知から海川の谷を経由して一海岸を通らないで一一EILJIIの谷へ
　広がったとも考えられそうだが，（1）の理由から，この形が海岸にあったのは確かだか
　ら，早川にも本道の河口からはいって行ったものと考えたい。
＊＊＊＊　イボヅツリムシの源を平野部とみる考え方とともに，根知を源とする考え方もあ
　ろう。イボッツリムシが根知からいったん海岸にまで下り，そこから改めて早川や松
　本襲街道をのぼったとする案だ。しかし，これは賛成しがたい。なぜなら，根知のイ
　ボッツリムシの分布が，かなり新しい網を示していると考えられるからだ。ごく古い
　昔から根知でこの形が用いられていたのなら，イボッツリムシはもっとくずれた，ぎ
　れぎれになった分｛liを翠すものと思われる。
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川の谷では，七キムシしか見られない状態となった。その後，捌の勢力が発生
したため，海周部ではこの形は消え失せ，山寄りの地方でも，根知谷を除いて
ほとんどその姿を直した……。
　この二つの案のうち，どちらをとるべきだろうか。わたくしは第2案をとり
たいと考える。早川にも照松本裏街道にもないイボッツリムシが，その痕跡も
ない平野部にあったと考えるのは，あるいはちょっと二奇抜にみえるかもしれな
い。しかし，それには理由がある。
　まず，根知谷でイボッツリムシがセキムシに変ったのが，そう古い時代では
なさそうだということが参考となる。この地区：で，セキムシがイボッツリムシ
より新しいという被調査者からの情報があったことは前にふれた。被調査者の
言う，ことばの新古とは，彼らの経験しうる期聞一明治以降と雷いかえてよい
かもしれない一に改新が行われたことを示すものと考えなければなるまい。被
調査者の知識が，一方が16世紀のことばで，他方が18世紀のことばであるとい
うような，歴史上の事実にまで及ぶとは想像できない。
　それに対して，平野部にイポッツリムシないしセキムシがあったのは，そう
新しいことではないらしい。すくなくとも，現存の人人の記憶にはない時代の
ことと考えられる。また現在セキムシの分布している地点をみても，そこまで
この形が広がるには，かなりの期闘を要したと考えざるをえまい。
　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ
　最近根知で生まれたセキムシが，かなり前の時代平野部に広がって行ったと
する第1案は矛盾を生ずることになる。したがって，海鳥にあったのはイボッ
ツリムシだ。
　また，早川谷には現在イボッツリムシはないが，ここにその痕跡と思われる
ものが存在することも，この考え方を助ける。それはイモムシだ。イボッツリ
ムシがセキムシに変りつつあるとき，改新の道がそれてこの形が生まれたので
はなかろうか。大野でもたぶんpm一一方向の変化が起ったのだろう，1地点イモ
ムシがある。ここでもイボッツリムシが，セキムシとかわらず，音の類似する
イモムシへ変ったのだろう。下早川にあるセキソボという形も，想像をたくま
しくすればイボッツリムシとセキムシのcontaminationかもしれない。
　2．4ハイトリムシとイボッツIJムシとはどちらが古いか　2．2，2．3の推定によれ
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ば，過去のある時代に，ハイトリムシとイボッツリムシのいずれもが，糸魚川
の市街を中心とする平野部に広がっていたことになる。しかし，同時代・同一
の場房で，二つの形が同じ勢力で用いられていたとは考えにくい。どちらかが
古く，そしてどちらかが旧勢力を駆逐した新しい勢力だと考えなければならな
いだろう。
　それでは，いずれを古いものと考えるべきだろうか。わたくしは，ハイトリ
ムシが古くからの雷い方であり，新しいイボッツリムシ（セキムシ）にその領
域を追われたものだと考える。その根拠は……
　第2図の旧松本裏街道，その今井から小滝川の流域までの所を見よう。奥の
小滝川の流域にハイトジムシがあり，それより浜に近い1集落にセキムシがあ
ることがわかる。もしイボッツリムシ（いまはセキムシ）が，この地点に古く
あったものとすれぽ，あとから来たハイトジムシはそれを飛び越さなければ，
山の奥へはいることはできない。これは不可能なことだ。したがって，ハイト
リムシはイボッツリムシよりも早く，平野部を出発したものと考えられる。す
なわち，ハイトリムシの分布は追われるものの姿であり，セキムシは追うもの
の位置にあると漂える。
　北小谷での両春の接触を見ても，隅じことが言える。この分布は，ハイトリ
ムシの領域に，躍松本表街道を経由して，イボッツ》ムシが新しく侵入したこ
とを添している。この地域は，まずすみずみまでがハイトリムシであり，イボ
ッツyムシは，ただ街道が人里にはいるトバクチだけにしかない。
　2．2の終りのところで，ハイトリムシは新しい勢力によって三つの領域に分
断されたと推定した。その新しい勢力とは，ほかでもないイボッツザムシ（セ
キムシ）だったのだ。
　2．5ゲンタm一ムシ　それでは，ハイトリムシ，イボッツリムシ（セキムシ）
に次いで古い形はどれだちうか。わたくしは，それはゲソ直門ームシの類だろ
うと考える。
　ゲンタロームシの分布は，図でもわかるように早川の中流から下の方，およ
び海川の上流地方だ。現在の分廊をとるに至ったすじみちとして，二つの過程
を想像しうる。第一に，早川か海川、かどちらでもよいが，とにかく一方の谷で
　　　　　　　　　　　　　　　　　294
この形が生まれ，それが継道を通って他の谷へ広がったとする考え方。第二に，
海羅でこの形が生まれ一現在は，そこではすでに姿を没しているが一一，爵
の方へ向かって両方の谷をさかのぼったとする考え方。
　分布の姿からは，ただちにどちらとも決めかねる。この二つの考え方は，ど
ちらも成り立ちそうに見える。しかし，わたくしは，第二の考えをとりたい＊。
この細道を経由して他の谷に言語の影響をもたらす例もないことはないが，や
はり，州をさかのぼる道が本筋だろう。また，海津浦本にハイトリゲンゾがあ
ることも，かつてこの形が海燦にあったことをさし示すのではないだろうか。
　2．2でもふれたが，このハイトリゲンゾは，多分二つの形のcontamination
だ。前半はハイトリムシ，後半はゲソタpa　一ムシの類と関連があると考えるの
が，最も自然だろう。ハイトリムシがあったところヘゲソタロームシの類が侵
入して来たために，この形が生まれたものと考えられる。
　ゲンタロームシは，現在かなり広い分布領域を持っているが，一部にゲンタ
イロムシ＊＊という変種もある。また，海岸浦本にあるのは…ゲンゾだ。したが・
って，海岸二にあったと推定されるいわばその祖形は，ゲンタP一ムシ，あるい．
はゲンタイロムシという形ではなかったかもしれない。海岸で生まれたときの
形を，かりにゲソ～としよう。ゲソタロームシもゲソタイPムシも，またハイ
トジゲソゾもすべてこのゲン～から生まれたものと考えるのだ。
　さて，ゲソ～が，イボッツリムシ（セキムシ）より新しいとするのは，どうい
う根拠からだろうか。それは，早川におけるゲンタロームシとセキムシの二二
を比較すれば．おのずからわかると思う。セキムシは，この地凱でパラパラと
点在するのに対して，ゲンタpe　一ムシは連続した強い地盤を持っている。点在
＊　ゲソタPt一ムシの類が海岸にあったとしても，もちろん親不知の西から浦本まで，
　すべての海1考去にこの形があったという意味ではない。現在の資料から，この形があっ
　たかと推定できるのは，糸魚川から東寄りの海摩だけだ，
聯　ゲソタロームシとゲソタイPtムシとを比較しても，どちらが霧いものかちkつとわ
　からないn分布はゲソタイロムシの方が小さくまとまっているので，この地区での新
　しい発生のように箆えるが，一方意味不明？なゲソタイロからゲソタロー（源太郎）
　へといった擬人化のすじみちも可能性がある。
　　もし海燈で生まれたときの形が，ゲソタロームシあるいはゲソタイPムシでなかっ．
　たとするなら，両藩の赫霜をウンヌソすることは，それほど重要でないことになると．
　思うが，どうだろうかe
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するのは古い形が犯されつつ残存する姿で，連続するのは新しい勢力の姿だ。
　もちろん，点在する分布には，それが新しい勢力の新しい分布である場合も
ある。共通語が方雷の中に侵入していく場合などがその一つの例だ。中央の強
い勢力は，方雷が隣りから隣りへと徐徐にそのi勢力圏を広げて行くのに対して
まるで空からばらまいたように，各地に点点と新しい領域を作って行く。
　しかし，セキムシの場含は，このケースとは考えられない。現在セキムシの
中心領域は根知谷だが，早川のセキムシを，根知谷からの新しい侵入とは考え
にくい。根知谷は，現在三州の谷に対して，文化的な強い影響力を持つような
条件を備えていないからだ○したがって，早川谷のセキムシは古い層の露頭で
あり，ゲソタtt　一一ムシを新しい層とするのがよいことになる。
　2．6センタPt　一一ムシ　センタPt　一一ムシの分布は，早川谷の奥だ。そこで，分
辮の上からイボッツリムシ（セキムシ）あるいはゲソタロームシより古くから
の形ではないかと，考える人があるかもしれない。イボッツリムシやゲソタ
P一ムシに追われて，山の奥だけにほそぼそと残る古い形と考えるのだ。しか
し，この考えに対して，わたくしは別の案を提出してみる。すなわち，センタ
’P　一ムシは，セキムシとゲソタロームシのcontaminationとする考え方だ。
　センタロームシの分布をさらに詳しくみると，早川の奥それも不便そうなと
ころに，ポッポ、ツと残っている姿ではないようだ。5611・89のマス（そこに音
坂という中心地があることに注意）から，周回に放射しているように見える。
．放射の経由がたどれるのは，その放射が比較的新しい時代に行われたことを示
していると考えられる。事実，工合のよいことに，5611・89のマスのすぐそば
・に，セキムシとゲソタロームシが混在している。
　また，セキムシとセソタニームシを併用している地点（たとえば5611・8930）
で，セキムシを古いとする情報や，イモムシとセンタ9一ムシを併用している
．地点（561！・8957）で，イモムシを被調査者幼時のことばとする情報があったこ
とも，参考となるσこれらは，センタロームシが新しい発生であることを教え
ているものに違いない。
　この形が，他の谷で全く見られないことも，消極的にだが，この谷での発生
乏する考えのささえとなるだろうか。　　　　　　　　　　　　　．
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　2．7カマキり　このカマキリは，ゲン～よIJ）も新しい，最新の形と考えられ
る。現在糸魚州・青海の市街地を中心に平野部1，a広がって，海川の谷・姫川の
両雑をさかのぼりながら古い勢力を山の方へ追いやりつつある。
　また，どの谷にも奥深く侵入しているが一一たとえば早川の奥西側や，大所
州の流域など一，これはこのカマキリが，現在非常に強い勢力を持ってこの
地域に覆いかぶさっていることを示すものだろう。中心地糸魚川・青海の市街
が，このカマキリだという原因ぽかりではあるまい○おそらく東京を中心とす
る共通語の波が，この地域にも押し寄せつつあるのだろう。
　たぶん近い将来，中央語の力を借りたカマキリは，この地域全域にさらに強
大な根を広げて行くだろう。現状は，その方向をよく示している。
　2．　81地点でしか聞かれなかった形　以上で，この地域にかなりの勢力を持っ
ている6つの形の考察を終った。次に，1地点でしか聞かれなかった形を，一
つずつ検討しよう。
　2．　81ハラタッチムシ　命名から雪えば，これはイボッツリムシあるいはセキ
ムシと共通点のある形だ。古いイボッツリムシは，2．・3で考察したようにセキ
ムシに変って行くQこれと同様に，この5620・1765にももとイボヅツリムシが
あり，それが一ここではセキムシでなく一一ハラタッチムシに変ったのかも
しれない＊。
　しかし，この命名がかなり自然のものであることから，この地点での自然的
発生とも考えうる。この虫の特徴をつかんで，他の地点とは無関係に，ハラタ
ッチムシという命名が行われたのかもしれない。上路川の上流にハラタッチム
シがあることを材料として，過去のある時代に，青海の甫街から膏血川の谷に
かけて（さらに峠を越えて）イボッツリムシがあったと断定するのは，チョッ
ト弱いように思われるがどうだろうか。
　2，82ハタケムシ　ハラタッチムシと，音の面で似ていると喬えば似ているQ
＊　　もしこの地点にも，イボッツジムシがあっfcとするならば，それは青海の甫街から
　青海」目の谷を通り，さらに坂田峠を越えてきたものにちがいない。海爆から境川をの
　ぼる道には，ハイトリムシがあるから，その経路は考えられない。2．3で推定したイ
　ボッッリムシの漏領域は姫州の河口までだっfeが，この案をとるなら，さらに西に親
　不知付近まで広がることになる。
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イボッツリムシ（セキムシ）が，この地点でもハラタッチムシと翻訳され，さ
らにハラタテということばが何かの理論で避けられたため一意殊不明となっ
たため？一，音の似たハタケ（畑）となったのかもしれないが，想像説に止
まる。結論として，未詳といわざるを得ない。
　2．83イタズラ　この虫をイタズうするとイボッツル（セク）とでもいうのだ
ろうか。それとも，イタズうそうな虫だというのだろうか。よくわからないの
で，やはり不明とするよりしかたがない。
　なお，この形を得た地点（5621・2510）は，未解放部落であることに注意。
　2．84クサキリ　カマキリと共通点のある命名と思われるが，よくわからな
い。
　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　へ　2．85カミナリムシ　カマキリと関係があるかもしれないし，「おこる」とい
うことと関係のある名かもしれない。しかし，やはり未詳と書わなければなら
ない。何か，この昆虫と雷とを結ぶ俗信でもあるのかもしれない。
　な：お，この報告を寄せたのは，被調査自身ではなく，1920年生まれのむすご
であった。
　2．86タイコムシこれもよくわからない㌔この虫が前足を振るさまを，太
鼓を打つ姿に見立てた命名だろうか……。
　ただ、この形のある場所が，早川の谷の奥だということは興味をそそる。こ
の谷の特性から，この形がもしこの谷で生まれたのでないとするならば，この
形は河口方面からはいって来たと考えなければならないからだ（調査地域の概
観1．参照）。この形が，よそからもたらされたものならば，谷の奥でしか見出
されないことを理由として，よほど前のことと考えなければならないだろう。
ハイトリムシより古いものかもしれないQハイトリムシ以降のプμセスは，い．
ちおうスキマなく推定したのだから……。
　3．　まとめ　分布の考察から，わたくしは
＊　どれもこれも，未詳だ，不明だ，よくわからないとするのは，いかにもフガイナイ
　ように見える。しかし，これは一一彌この学問の本来の性格にもとつくとも雷え．る。1
　で「分布相を材料として・・…・」と盤いた。したがって，1地点でしか報告の得られな
　かった形については　　いわば分：布相がはっきりしないのだから一一，どうしてもこ一
　ういう風になり勝ちだ。
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　　（1）ハイトリムシ＊一→〈2）イボッツリムシ（一一〉セキムシ）一〉（3）ゲン～一一〉
　（4）センタロームシー一一〉（5＞カマキリ
という変化の翻転を推定して来た。
　しかし，この変化は主として糸魚川の市街を中心として起ったものであって
この地域金域にわたるものでないことに，注意する必要がある。
　姫島の上流，北小谷を例にとってみよう。この地区では，ごく昔のことはわ
からないが，ある時代からハイトリムシが広く行われるようになり，そこヘィ
ボッツリムシが北から侵入して来た。現在の資料からは，これだけの変化しか
わからないのだ。
　海川の谷，酉海の奥などは，もっと極端な例と需える。現在のゲソタロ　・一ム
シ（ゲンタイロムシ）の前の時代のことは，それがゲソ～だったかもしれない
というほかは，すでに全く手掛りがなく，無資料という霧がわれわれの行くて
をさえぎっている。イボッツリムシがその前にあり，ハイトリムシがさらに古
い時代に，この地区で行われていたということも想像はできる。事蜜，ハイト
リムシもイボッツリムシも，ほど近い平野部では行われていたのだから，この
谷にも登っていたかもしれないQまた，ゲソ～はイボッツリムシの金盛時代よ
り後1こ，海辮で生まれたと考えたのだから，平野部でイボヅツリムシが用いら
れていた時代には，この西海でも，ゲン～でない何らかの形が行われていなけ
ればならないはずだ。しかし，わたくしは，現在の段階では，これに禽信を
もって答えることができない。それというのも，この分布図を見ている限りで
は，これに答えうる資料がないからだ。
　このように，カマキリ方脅の年代詑といっても，詳しく肥えば各地区ごとに
その事清が違ってくる。2．では，その点に細かく鷺及しえなかったうらみがあ
った。そこで，2．のまとめとして，地区ごと別別に推定される変化の願序を
図式化し．小稿のしめくくりとしよう。
＊　　もちろん，ハイFリムシの行われる前にも，この地方で何らかの形がこの虫に与え
　られていたに違いない。タイコムシであったかもしれないが，さらにそれ以前のこと
　は，残念ながらわれわれの資料からは全然見当がつかない。
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浦本；
？→ハイ ﾛ〉一…リ〃ゾ
上早川：
　？→タイコムシ？→＊イボヅツリムシ→
　　　イモムシ　V＼願＝蒜＝〉一…・シ
　タイコムシが最も古い層であることには，疑問があるので？をつけたQイ
ボッツリムシは，イモムシが現存することから，この上早川にも，ある時代
には存在したものと考えて，＊はっけたが？はっけなかった。
下早川：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セキムシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉一・セキソボ→・一一・ムシ？．一一〉＊イボ・ツ・・シく
　＊ゲン～→ゲンタロ・・一ムシ
　上早川のタイコムシが，もし外部からの輸入なら，かならず下早川も経由
したはずだ。疑問はあるが，？と＊を付して系譜の最初においた。
西海：
　　　　　　　　　ゲソタP一ムシ
？→・ゲンーｭ
　　　　　　　　　ゲソタイロムシ
糸魚痩市街を申心とする導野部：
　？→＊タイコムシ？→＊ハイトリムシー→＊イボヅツリムシ→＊セキム
　シ？一→・＊ゲソ～
　ここのタイコムシも，下早川のものと同じ意味だ。セキムシに？をつけた
のは，次の理由による。イボッツリムシ→セキムシの変化は，平野部では
起こらなかったのかもしれない，言いかえれば，この変化は，イボッツリム
＊　語形の頭寧邸は現存しない形の推定を示す。？は疑いのあるもの。また各地区の年
　代記最後のところには，現在どこでもカマキリがつくわけだが，すべて省略すること
　にする。
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シが谷を上ってから後セこ起ったもので，そのころ平野部のイボッツリムシ
は，セキムシに変るひまもなく，すでに新しいゲソ～に征服されてしまって
いたのかもしれないと考えたからだ。もしそうなら，セキムシは，いついか
なる乱言にも，5｛Z野部に．は存在しなったこと1・aなる。
：大野：
　　　　　　　　　　　　イモムシ・一→・イボ・ツ・・シ〈
　　　　　　　　　　　　セキムシ
　過去のある時期に，大野にもハイトリムシがあったかもしれない。しかし
無かったかもしれない。少くとも，あったとする根拠は何もない。大事をと
ウて，系譜には加えなかった。これは，畢川も西海も同様。
根知：
　？→イボッツリムシー〉セキムシ
　系譜にハイトリムシを加えなかったのは，大野と岡じ理由による。
今井：
　？一一〉＊ハイトリムシー→・＊イボッツリムシ？一一〉セキムシ
　大野や根知とちがい，この今井は，現窃のハイトリムシの3領域を緒ぶ経
路にあたるので，過去のある時期に，ハイトリムシが存在したものと推定す
る。現在のセキムシが，イボッツリムシから変化したのは，この今井でだっ
たったのか，あるいは海岸の地方でだったのかわからない。もし海岸の地方
でだったのなら，この地区1’こ侵入して来たのはセキムシで，イボッツリムシ
は，ここに来る前にすでに姿を変えてしまっていたことになる。今井にイボ
ッツリムシがあった購実はないのかもしれないので？をつけた。
小滝（小滝川・大所州の谷）；
　？一〉ハイトリムシ
北小谷：
　？→ハイトリムシー一〉イボッツリムシ
青梅（市街と田海川・青海川の谷）：
　？→＊ハイトリムシ→＊イボッツリムシ・＊セキムシ？
　現在のハイトリムシの3領域を結ぶ経路であるところがら，まず最初にお
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いた。しかし，青梅川の谷の上流までハイトリムシがあったかどうかは疑わ
しい。イボッツリムシ・セキムシに？をつけて並べたのは，上路のハラタッ
チムシを，それらの言いかえかもしれないと考えたからだ。もしそうなら，
この地区：にも，かつてイボッツリムシあるいはセキムシがあったはずだ。
親不知の西：
　？一〉ハイトリムシ
上路：
　？一〉＊イボッツリムシ・＊セキムシ？一一〉ハラタッチムシ
　ハラタッチムシが，イボッリムシ・セキムシの労いかえなら，そのいずれ
かが，ここにあったことになる。すでにセキムシに言いかえられていたか，
あるいはイボッツリムシのままだったかはわらないが…。ただ，やや疑わし
いので？をつけた。ハイトリムシを加えない理由は，大野と同じ。
　4．補い　2．，3．でこの地域におけるカマキリの方欝分布の解釈はいちおう
終った。しかし，小稿では分布相を材料として各語形の変化の1頂序を推定する
ことに専念して，なぜ古い形がすたれて行ったのか，また，新しい形はどんな
キッカケで，どういう地盤から生まれて来たのかという問題には，紙数の閣係
もあってほとんど触れるところがなかったQこれは，今後に残された第一の問
題と言えよう。
　なお，糸魚班・青海地域の方今調査については，機会を改めて総合報告書を
発蓑する予定になっている。このカマキリ方言の分布の解釈も，他のいろいろ
の資料とつきあわせた上で，さらに検討するつもりでいる。　（1958・10・31）
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